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招 集 期 日 令 和 5 年 8 月 9 日 （水） 会議の場所 図書館視聴覚室 

会議の時刻 開会の時刻  午後 1時 30 分 開 会 者 教 育 長 

及び宣告者 閉会の時刻  午後 2時 15 分 閉 会 者 教 育 長 

委 員 出 席 状 況 

氏 名 摘 要 氏 名 摘 要 

秋 本 文 子 教 育 長 出 席   平 野 博 之 委 員 出  席 

柿沼拓弥教育長職務代理者 出 席   駒 澤 幸 浩 委 員 出  席 

 髙 瀬 賢 一 委 員 出  席   

議 事 参 与 者 及 び 

説明のための出席者 

細村学校教育部長 栗原生涯学習部長 米花教育総務課長 蓮見学校教育課長 

田中学校給食センター所長 佐藤生涯学習課長 根岸スポーツ振興課長 阿久津図書館長兼郷土資料館長  

書 記 名 教育総務課総務係 小林 傍聴人 なし 

会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

開 会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程第 1 

前回会議録の承認 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

本日、傍聴人はない。 

 

8 月定例教育委員会を開会する。 

 

 

教育委員会の会議は公開が原則となっているが、人事に関す

る案件等について出席委員の 3 分の 2 以上の多数で議決した場

合は非公開とすることができる。本日の日程の中で議案第 41

号は、議会の議決を経るべき議案のため、非公開としてよろし

いか。 

 

異議なしの声あり。 

 

議案第 41 号を非公開とする。 

 

 

7 月定例教育委員会の会議録について諮った。 

 

異議なしの声あり。 

 

前回会議録は、承認された旨宣した。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

日程第2 

報告事項1 

令和 5年度教科書展

示会の結果について 

 

 

報告事項2 

令和 5年度羽生市英

語推進地区事業につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項3 

羽生市産業文化ホー

ル開館40周年 第26

回羽生市吹奏楽フェ

スティバルの開催に

ついて 

教育長 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項 1及び 2について、学校教育課長から説明を求めた。 

 

今年度も羽生北小学校内に設置された羽生教科書センターに

おいて、教科書展示会を実施した。期間は 6 月 14 日から 6 月

29 日までである。来場者の延べ人数は 455 人で、内訳は学校関

係者 415 人、教育委員会関係者 11 人、一般・保護者 29 人であ

り、昨年度と比較し約 42%増である。 

 

コンセプトは、地域指定として本事業を実施することにより、

子どもたちや保護者、地域住民が英語に慣れ親しむ機会の充実

を図り、地域全体で国際理解について関心を高めるとともに、

地域全体の活性化を図ることである。ALT の活用についての窓

口は学校教育課が、学校外の活動については本課のほか、生涯

学習課、地域振興課と協力し事業を進める。 

なお、事業の組織は、英語村推進委員会が中心となって運営

し、その構成は記載のとおりである。事業に係る ALT は、記載

されている 2名である。 

事業の具体的な取組は、村君公民館の「友・遊・プラザ」を

主な活動に据えている。活動回数は、10 月 14 日から 2月 17 日

までの間に5回を予定し、参加人数は30名程度を予定している。 

なお、今後、新型コロナウイルス感染症の感染状況によって

は、活動内容や開催回数等について判断する。 

 

 

 報告事項 3及び 4について、生涯学習課長から説明を求めた。 

 

趣旨は、吹奏楽を愛好する学校や団体に、日頃の練習の成果

を発表する機会を提供し、参加者相互の交流及び技術の向上に

資するとともに、市民に吹奏楽を視聴する機会を提供すること

で、文化振興を推進するものである。開催日時は、令和 5年 10

月 22 日日曜日 午前 10 時 50 分から、会場は羽生市産業文化ホ

ール大ホールで、入場料無料である。参加団体は、中学校の部

が 4校、高校の部が 6校、一般の部が 4団体の合計 14 団体であ

る。 
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会議事件名 て ん 末 

報告事項4 

令和 5年度ムジナモ

講演会の結果につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項5 

エンジョイＤＡＹ・

チ ャ レ ン ジ theス ポ

ーツ2023の開催につ

いて 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

スポーツ振興課長 

 

 

NHK 連続テレビ小説「らんまん」の放送に合わせ、ムジナモ

を日本で初めて発見した牧野富太郎博士を通して、ムジナモ及

び宝蔵寺沼ムジナモ自生地を広く周知するため、7月 22 日に講

演会を開催した。参加者は 330 名で、会場である羽生市産業文

化ホール小ホールがほぼ満席となった。参加者は市内と市外が

おおむね半々で、遠くは新潟県や神奈川県などから参加があっ

た。 

次ページの写真は、当日の様子である。ムジナモ塗り絵の展

示は、市内小・中学校に事前配布し、118 名の児童生徒から提

出があり、色とりどりのムジナモが会場に華を添えた。ムジナ

モの実物展示は、ムジナモを見るのが初めての方も多い中、当

日は花を咲かせ、熱心に写真を撮る方で賑わった。 

講演会を通して、環境の影響を受けやすい貴重な食虫植物で

あるムジナモが、ここ羽生市に生息していることを広く周知で

きた。引き続き、関係団体と連携を図りながら、ムジナモ自生

地の環境整備、保全並びに PR に努める。 

 

 

 報告事項 5について、スポーツ振興課長から説明を求めた。 

 

この事業は、指定管理者自主事業のエンジョイＤＡＹと市主

催事業のチャレンジ The スポーツの共催として開催する。 

スポーツ体験会や運動施設の無料開放、体力測定などを実施

することで市民のスポーツ施設の利用促進や、健康体力作りへ

の意識の向上を図るものである。開催日時は、9月 10 日日曜日

午前 9時から、会場は市体育館中央公園である。 

実施内容は主に 3 つで、一つ目はキッズダンスなど 3 教室の

体験会である。それぞれ専門知識をもった指導者による教室を

無料で体験できる。二つ目は運動施設の無料開放で、バドミン

トンや卓球などの用具の貸出しを行い、来場者に自由に楽しん

でもらう。三つ目はチャレンジ the スポーツである。市の体力

測定事業であるチャレンジ the スポーツを、市と連携協定を締

結している明治安田生命の協力により、各種健康測定と併せて

実施する。当日、測定後に時間の余裕があれば、2、3種目のニ

ュースポーツの体験予定もある。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告事項6 

絵本専門士による絵

本の読み聞かせ会の

開催について 

 

 

 

 

 

 

報告事項7 

その他 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

図書館長兼郷土資料館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

駒澤委員 

8月 10日より事前申込みを行うが、当日の参加も可能である。

なお、来場者が一層楽しめるようキッチンカーの出店も予定し

ている。市体育館等指定管理者や明治安田生命と連携して事業

を開催することで、それぞれの参加者確保につなげ、市民への

スポーツリレーション機会の提供に努める。 

 

 

 報告事項 6 について、図書館長兼郷土資料館長から説明を求

めた。 

 

絵本を通して、親子の触れ合いや絵本の楽しさを親子で共有

し、乳幼児期からの読書の大切さを周知し、また、図書館利用

の拡大と、読み聞かせの技術向上につなげていくことを目的と

して、絵本の読み聞かせ会を開催する。日時は 10 月 29 日日曜

日午後1時30分から、午前は未就学児とその保護者を対象とし、

午後は一般の方を対象として開催する。講師に絵本専門士を迎

え、参加者は先着順で募集する。周知は、広報誌やホームペー

ジ、SNS で広く行う。 

 

 

その他の報告を求めた。 

 

特になし 

 

 

 報告事項に関し、質問・意見を求めた。 

 

 

教科書展示会の結果について、令和 4 年度の 320 人から令和

5年度は 455 人へ、42%増ということだが、コロナが明けたこと

による影響が出ていると見受けられる。 

先日、教科書採択の会議に出席し、保護者の意見等を多く拾

い上げる機会があった。展示会への保護者の来場人数が 29 人だ

が、これが多いか少ないかは別にして、もう少し人数が増える

と、より一般の声を拾い上げられる機会が出てくると思う。来 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒澤委員 

 

 

 

 

 

 

駒澤委員 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

場人数についての考えと、増やすための手法について伺う。 

 

報告のとおり、来場者は昨年度より 40%増となった。一つはコ

ロナ明けの影響もある。また、採択に係る部分については、PTA

会長の意見も影響している。一般の方や保護者の来場者数 29 人

が多いか少ないかにかかわらず、なるべく多くの保護者、一般

の方に関心をもってもらい、子どもとともに学校で行っている

学習内容について考えてもらう機会としてもらいたい。そのた

めの方策として、学校での周知の強化である。教科書展示会に

ついては常々、校長会を通じてお知らせをしているが、保護者

宛ての周知について、もっと積極的な周知を図れるように伝え

ていきたい。 

 

学習面で言えば、塾の講師も含まれてくる。学校関係者、一

般的な保護者の考えよりも、エッジが効いた意見が出てくる可

能性がある。他市がどういった方法を取っているかは分からな

いが、そういった多方面からの意見が入ってくると、いろんな

意見が取り込まれて、より良くなると感じる。是非、検討して

欲しい。 

 

報告事項２について、事業自体は長く続いており、やり方が

その年度によって少しずつ変化をしてきている。コンセプトの

中にある地域との連携、地域との活性化等々があるが、事業を

行う上で、どういった影響が地域に出てきているのか。参加し

ている保護者、子どもたちにどういった効果が得られているの

か。 

 

地域全体の活性化も図っているが、ここ数年コロナ禍で、か

なり縮小した状態が続いている。実際には、コロナ禍以前は、

英会話の学習をしつつ、地域の方と一緒にうどん作りを行った

り、地域のお正月のイベントの中に、友・遊プラザの活動の一

環として、来ている子どもたちに参加をしてもらう。正月であ

れば獅子舞の披露やお囃子の披露に、友・遊プラザに来ている

子どもたちが触れることができる。そして逆に、友・遊プラザ

で行っている内容について、地域の方に知ってもらうことがで

きる。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駒澤委員 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

駒澤委員 

そういった相互の活動もあり、英語の活動をしながら地域全

体の活性化を同時に図っていた部分があった。ただ、コロナの

影響もあり食べるという活動ができない、また回数を通常に戻

すことも、まだ難しい状況もあり、今現在は特にこの英会話を

集中的に実施しているところである。 

 

子どもたちに対しての効果という部分が、英語だけに焦点を

絞った場合に、プラスの方向へ働いているのか。より英語を学

びたい子が増えているのか。例えば外国も見てみたい子が増え

ているとか、そういった前向きな意見があるか。 

 

本事業の参加者からは、非常に英語について楽しめ、特に慣

れ親しむ部分で、すごく楽しい活動ができていて嬉しいという

声を聞いている。回数が限られてはいるものの、村君で行って

いるので村君小の児童の参加が多いが、村君小の学校内だけだ

と固定化した人間関係の中で英語を話すことになるのに比べ、

友・遊プラザでは村君小以外から来ている子もいるので、他地

域からの参加者と英語を使って触れ合う機会がある。普段、話

したことがないような人と会話をする機会は、英語を話す上で

も自信になるし、このような機会が少しでもあることは、あり

がたいという声もある。 

 

英語推進地区事業は学校教育課が担っているが、英語村、Ａ

ＬＴの活用ということで、違った観点から生涯学習課も担当課

として関わっている。そういった観点からはどうか。 

 

村君公民館で関わりがあることは聞いている。コロナ禍で、

実施できない部分が昨年度まであったという話もある。今年度

に入って、永明寺古墳の散歩を、地域の方と協力し実施した。

地域にどういうものがあるのか、どういった活動を行っている

のかを踏まえ、英語を通して地域を知るという機会にできれば

と思っている。 

 

今の説明から、すごく良い事業だと思っている。村君に限定

し、この人数だけしか受けられないというのは、すごくもった 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

平野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

生涯学習課長 

いない。これを拡大して、各地区で実施することになると、設

営が大変だろうと容易に想像できる。ただ、こういった取組が

増えていくと、例えば英語だけに限らず、他の言語を学びたい

とか、特に羽生市においては外国人の問題など、山積している

部分も多いことから、何かのきっかけになればと思い質問した。 

 

対象は村君小だけではなく他の学校からも参加することがで

きる。具体的には、案内告知を東中学区の小学校、井泉小や三

田ヶ谷小にも告知している。コロナ禍で人数制限等も行ってい

るが、従来は人数が大きく膨らんだときもあった。 

 

新型コロナ感染症も 5 類に移行となったので、通常どおりに

戻って活性化を図れると思っている。 

 

今のところ住民の方といろいろな活動をする場合には、まだ

積極的に参加してほしいことについて、あまり言えないという

理解で良いか。 

良い事業なので、村君地区でやっていることで、東中管内の

再編成から村君小という存在がなくなったとしても、その地区

と地域の発展のために、名前が変わってしまうかもしれないが、

その先も、いろいろな形で継続して発展していけるよう考えて

欲しい。 

 

住民との活動については、従来行っていたうどん打ちやお正

月のイベント等を友・遊プラザの中で行うことができていない

状態である。英会話の活動に地域の方が参加し、あくまでも英

会話を主とした活動を実施している状況である。 

 

第 26 回羽生市吹奏楽フェスティバルの開催について、一般の

部に 4 チーム出演している。去年よりも増えているが、どのよ

うに増やしたのか。 

 

昨年度は 1団体だったが、4団体に増えている。元々参加して

いた 1団体は、羽生吹奏楽団で、3団体は今回からである。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柿沼委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙瀬委員 

 

 

 

 

 

生涯学習課長 

 

 

 

 

 

 

 

髙瀬委員 

この事業は、文化ホールの指定管理者に委託している事業で、

募集も含めて委託している。団体の一つである Flying Carp Wind 

Orchestra は、不動岡高校の OB が中心となって、まだ立ち上げ

たばかりと聞いている。そういった団体にも声をかけて参加を

促したかと推測している。引き続き、参加を見込めるところに

は声を掛けて、事業が継続して行えるよう、そして羽生市民が

吹奏楽に触れ合える機会として、引き続き実施していきたい。 

 

高校野球を見ていると、吹奏楽の応援がある。知り合いに仙

台育英高校に入った子がいて、そこの吹奏楽に入って、ぜひ甲

子園で吹きたいと、そういうきっかけで仙台育英に入った子が

いた。文部科学省へ要望書を提出に行った際、千葉県の会長で

ある流山市の教育長にその話をしたら、やはり知り合いに大阪

桐蔭に行って吹奏楽をやりたいという子がいた。いろいろなと

ころで子どもたちに影響がある。 

高校の部の参加団体は、県大会常連校である。花咲徳栄高校

も甲子園に出ているので、立派な演奏だと思う。地域文化の発

展に寄与して欲しい。 

 

花が咲いたムジナモを会場に展示したと説明があったが、ど

のように展示したのか。ムジナモの花は、昼の暑い、真夏の 1

時間ぐらいしか咲いていないという話を聞いた。テレビでも少

し出ていたが、どのような方法で展示したのか。なかなか見る

機会がないと聞いている。 

 

写真にあるように、水槽に入れたムジナモを展示した。ムジ

ナモ自体は、前日に羽生市ムジナモ保存会の前会長である尾花

氏から借りたムジナモで、尾花氏だからこそ分かる、明日にも

咲きそうだというムジナモを借りた。水族館からも、当日午前

中に今日咲きそうだというムジナモを提供していただいた。そ

れを合わせて展示をしたところ、三つぐらい花が咲いた。見学

者は、みんな写真を撮っていた。 

 

 英語推進地区事業は、村君地区活性化協議会が中心となって

行った。小学生や地域の人で、餅つきやクリスマス会を行い、 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程3 

協議事項1 

羽生市就学援助費支

給要綱の一部を改正

する要綱 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

教育長 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

前日には会場を飾って、いろいろと地域で事業を盛り上げた。

コロナ禍で縮小してしまったが、また元のように戻って実施し

てもらいたい。地域と深く関わって実施していた。 

 

報告事項については、よろしいか。 

 

 異議なしの声あり 

 

 

 協議事項 1について、教育総務課長から説明を求めた。 

 

就学援助費の支給は、生活保護を受けている場合は要保護者、

生活保護に準ずる程度に困窮していると認められる場合は、準

要保護者として認定し、支給対象者としている。また、準要保

護者の認定基準として、市税の滞納がないことを条件の一つと

していた。この度、就学援助制度の趣旨に鑑み、市税の滞納が

ないということを、準要保護者の認定基準から除外することと

したため、本要綱の規定について所要の改正を行う。 

なお、改正後の規定は、令和 6 年度新入学児童生徒学用品費

の入学前支給に係る申請から適用させるため、令和 5 年 10 月 1

日からの施行である。 

 

 協議事項 1について、質問・意見を求めた。 

 

 特になし 

 

 協議事項 1については、よろしいか。 

 

 異議なしの声あり 

 

 協議事項 1は、承認された旨宣した。 

 

 

議案第 40 号について、学校教育課長から説明を求めた。 
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会議事件名 て ん 末 

日程第4 

議案第40号 

羽生市いじめ問題調

査審議会委員の委嘱

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第41号 

議会の議案を経るべ

き議案について（令

和 5年 度 一 般 会 計 補

正予算（第5号）のう

ち教育費について） 

学校教育課長 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

教育総務課長 

羽生市いじめ問題調査審議会条例第 4 条第 2 項の規定により

記載のとおり、羽生市いじめ問題調査審議会委員を委嘱するこ

とについて議決を求めるものである。 

羽生市いじめ問題調査審議会委員のうち、PTA の代表者につい

て交代があり、新郷第二小学校 PTA 会長を新任として選出する。

任期は、前任者の残任期間である令和6年 8月 21日までである。 

 

議案第 40 号について、質問・意見を求めた。 

 

 特になし 

 

 議案第 40 号については、よろしいか。 

 

 異議なしの声あり 

 

 議案第 40 号は、可決された旨宣した。 

 

 

 議案第 41 号については、会議を非公開とする。 

 

 

（会議非公開 可決） 

 

 

 

 

 

 

 これより、会議を公開する。 

 

 

次回教育委員会の日程について、事務局より説明の旨。 

 

9 月定例教育委員会は、9 月 20 日 午後 1 時 30 分より、301

会議室にて開催する。 
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会議事件名 て ん 末 

 

 

閉会 

 

 

教育長 

 

 

 閉会を宣した。 

 

 

 

 

 

 

教育長                 

 

委 員                 

 

委 員                 

 

書 記                 
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